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本研究は，乳幼児の言語発達を促進する効果的な歌唱音声について，その音響的・言語学的特徴と，発達を促すメカニズムを解明す

ることを目的に行われてきた． 

親と子のあいだの音声相互作用は，親子の情緒的結びつきを強め，初期の愛着を形成するうえで重要な役割を果たしている．親から子

に対しての音声による働きかけは，主に語りかけ（発話）と歌いかけ（歌唱）に分けることができる．乳児に対する親からの語りかけについて

は長年研究が行われてきたが，最近10年ほどのあいだに，主に海外の研究グループにより，乳児に対する歌唱音声の研究も行われるよう

になってきた．この結果，歌唱音声と発話音声にはその特徴や機能に多くの共通点がある一方で，歌唱のほうが発話音声よりも，乳児の

情動や注意のコントロールにおいてより大きな効果を発揮することが明らかにされてきた（Trehub et al., 1997）．歌唱には，通常の発話より

も音声の高さや言語内容，構成に制約があり，同じレパートリーを一定の調子で繰り返し聞かせるため，乳児の注意をひきつけ情動的に

安定させると考えられている（Shenfield et al., 2003）．また，歌唱はそれが向けられた乳幼児のみならず，発信者側の養育者（母親など）の

情動も安定させ，育児をよりスムーズにするという効果が提唱されている．また言語教育現場においても歌がしばしば使用され，効果をあ

げている． 

こうした学術的・社会的な流れにおいて，乳幼児に対する歌唱が具体的にどのような効果を，発信者側の養育者と受信者側の乳幼児に

もたらすのかという科学的検証が必要である．従来研究では，乳幼児に対する歌唱音声は発話音声（マザリーズ）と同様に，高い基本周波

数や遅いテンポといった特徴をもつことが指摘されている．だが，一口に乳児に対する歌唱と言っても，使用の場面・目的や対象となる乳

幼児の月齢，発達段階によって，特徴に多様性がみられるはずである．また，歌詞という言語情報を伴う歌いかけが高頻度に行われること

から，乳幼児の情動的側面に加えて言語発達という側面において，歌唱音声が有効に働いているものと考えられる．しかしこれらの点に関

して，特に乳児期での詳細な検証はまだほとんど行われていない． 

そこで本研究は，まず（１）歌唱音声の特徴がどのような要因によって決定されるのか，あるいはどの要因の影響を最も強く受けるのか，と

いう点について，乳幼児（特に前言語期から初語発話期に入る 0-1 歳児）の発達段階という要因に焦点を当て分析を行った．さらに，（２）

ある特徴を有する歌唱音声を聴取することにより，乳幼児はどのような行動・生理的反応を示すのか，についての検証が現在進行中であ

る．今後の展開としては１と２で得られる知見をもとに，どのような特徴をもった歌唱音声が言語発達にどのように効果をもたらすのか，という

問題について検討する． 
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本研究は以下の3つのテーマを柱として進めている．（１）乳幼児に対する歌唱音声の特徴，（２）歌唱音声聴取時の乳幼児

の反応，（３）歌唱音声が乳幼児の言語発達にもたらす効果．すなわち，言語発達を促進するための歌唱音声の必要条件として，

乳幼児に選好され記憶されやすい特徴を明らかにし，さらにそのような歌を聞くことで語彙や音韻知識の獲得が実際に促進され

ることを示す． 

 

（１）乳幼児に対する歌唱音声の特徴 

 先行研究によると,乳幼児に対する歌唱音声は，基本周波数が上昇しテンポが遅くなるとされている．しかし乳幼児の発達段

階や歌唱の使用場面，歌う側の好みなど様々な要因によって音響特徴が決定されるはずであり，こうした要因についての検討は

十分に行われていない．今年度の分析では，まず乳児の月齢という要因に焦点を当てて分析を行った．データ収集のため，6ヶ

月，9ヶ月，12ヶ月の乳児をもつ母親44名に，乳児が母親の前に座っている条件と乳児が側にいない条件で，よく知られた子守

歌2曲を歌ってもらった．この録音音声について高さとテンポを測定した． 

 

（２）歌唱音声聴取時の乳幼児の反応 

実際に乳幼児に対する歌唱音声を分析した結果をもとに，変数を設定した歌唱音声サンプルを乳幼児に聞かせる．現在進行中

の実験では，まず高さ（ピッチ）を操作した音声を使用している．6ヶ月，9ヶ月，12ヶ月児を対象として，選好聴取法を用いた

行動による選好反応をデータとして収集している．同時に音声サンプル聴取時の乳幼児の反応をビデオカメラで撮影し，身体の

動き，表情，発声などの行動データを収集している．さらに3-5ヶ月の低月齢児については，心電図データを収集することによ

り高さの変化に対する生理的反応を測定している．以上の方法により，0-1歳の異なる月齢群の乳児が選好する歌唱音声の特徴

を明らかにする． 

 

（３）歌唱音声が乳幼児の言語発達にもたらす効果 

歌唱聴取と言語発達の関わりについて，歌詞という言語情報を伴う音楽を日常的に反復して聴取することにより，乳幼児がその言語情

報をどの程度学習しているのかを 0-3 歳児を対象に，横断・縦断的に調査していく．具体的には，0-1 歳児には選好振り向き法を使って，

直前に繰り返し聞いた歌唱音声に含まれる単語音声をどの程度学習しているのかを確認する．このときに，歌唱音声の高さや速さなどの

音響的特徴と歌詞の言語学的特徴（アクセントと旋律の整合性，単語の親密度，イメージ性，有意味・無意味語など）の要因からの影響も

検討する．さらに 1-3 歳児に対しては語彙発達調査を行い，歌の学習と語彙発達との関連を調べる．
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乳幼児に対する歌唱音声の特徴については，高さが高くなりテンポが遅くなるという点が従来研究により指摘されてきた．本研究は，乳幼

児の発達段階や月齢，歌う場面などによって音声特徴が異なる可能性があると考え，特に乳児の月齢に注目して分析を行った．この結

果，従来報告のように一概に声の高さが高くなるという特徴はみられないことが示された．母親は乳児の反応に柔軟に対応しながら，歌唱

音声の特徴，特に高さを変化させており，この変数は乳児の歌の認知や記憶についても月齢を考慮しながら扱う必要があることが示され

た．この高さの特徴については，発話音声には当てはまらず歌唱音声固有の性質であると考えられる．一方で，テンポは一貫して遅くなる

傾向がみられたことから，異なる月齢や発達段階の乳児に共通して認知や記憶に作用する可能性が考えられた．  

研究結果 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 乳幼児に対する歌唱音声の特徴 

 テンポについては 6-12 ヶ月すべての月齢群に共通して，乳児に対する歌唱は不在での歌唱よりも遅い傾向がみられた（図 1）．基本周

波数（高さ）については月齢により異なる特徴がみられた．すなわち6ヶ月群では半数の母親が乳児に対してより低く歌ったが，9，12ヶ月と

月齢が高くなるにつれて，より高く歌う母親の割合が増加した（図 2）．この結果から，テンポという変数は乳児に対する歌唱音声について

安定した要素であるのに対し，高さは乳児の月齢に応じて柔軟に変化する要素であることが示唆された． 

（２） 歌唱音声聴取時の乳幼児の反応 

 母親が乳児に対して歌う場合と乳児不在で歌う場合との声の高さの差を，6ヶ月児は認識していないが，12ヶ月児は認識できる傾向がみ

られつつある．この研究は現在データ収集が進行中である． 
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次年度は，乳幼児に歌唱音声を反復して聴取してもらい，言語発達との関連を直接的に検討していく．乳幼児とのコミュニケーションに

は歌が頻繁に利用され，英語などの言語教育においても歌が使われることが多い．それは，歌には発話と異なる独特の効果があるためと

思われる．歌を使っている人々はその効果を実感しているが，歌のどのような要素が乳幼児の発達のどの側面にどのようにして効果をもた

らすのかという点について，科学的な検証はまだあまり行われていない．「実感」をより効果的なコミュニケーション・教育に結びつけるため

には，この点の検証が必要である． 
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（図 1）「ぞうさん」の月齢ごとのテンポ平均値                    (図 2) 「ぞうさん」の対乳児歌唱と乳児不在歌唱の基本周波数平均値の差 

棒グラフは各母親の値を示している．グラフ内の%はその月齢群内で， 

対乳児のほうが乳児不在より高かった母親の割合を示している． 

 

 

 

 

 

 

（注：フローチャート図，ブロック図，構成図，写真，データ表，グラフ等 研究内容の補足説明にご使用下さい。）                                 様式－１０ 
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